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第1四半期決算ハイライト

前年同期比減も当初計画通り進捗、通期業績予想は変更なし。
売上高、営業利益ともに前年同期比では減少したが、直前四半期比では増収増益。
（売上高3.6％増、営業利益28.5％増）
国内は、回復傾向ではあるものの迅速流体継手は産業機械向けの回復が遅れている。
海外は、欧米、東南アジアは回復傾向だが、中国のリチウムイオン電池製造工程
向け迅速流体継手の減少の影響を受け売上減。
売上原価率の低下は、新工場の建設に伴い在庫を意図的に増やしていることと仕入
れ品の輸送費減少による。

24/3期1Q 25/3期1Q
前年同期比

（ご参考24/5/9公表）

（単位：百万円）
率 率 ２Q

予想値 達成率

売上高 7,068 6,694 -5.3% 13,777 49%

売上原価 3,722 52.7% 3,410 50.9% -8.4%

売上総利益 3,346 47.3% 3,284 49.1% -1.8%

販売管理費 2,362 33.4% 2,462 36.8% 4.2%

営業利益 983 13.9% 821 12.3% -16.5% 1,383 59%

経常利益 1,037 14.7% 919 13.7% -11.3% 1,442 64%

親会社に帰属する
四半期純利益 659 9.3% 603 9.0% -8.5% 979 62%
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迅速流体継手
リチウムイオン電池製造工程向け製品と産業機械向け製品の需要減少。

機械工具
国内売上減と海外での電動ドライバの需要減少。

リニア駆動ポンプ
米州における医療機器向けポンプの需要が回復していない。一方では欧州でのブロワ
の在庫調整が解消傾向。

建築機器
前年同期に特需（首都圏・関西地区での大型物件納入）があり、1Qとしては過去最高
の実績であったことと海外での売上減少。

なお、機械工具と建築機器は新工場の建設に伴い在庫を意図的に増やしています。

事業別業績

通期業績予想
業績予想は期初（2024/5/9公表）から変更なし。

以上

IRサイト
当社HPのIRサイトでは、株主・投資家の皆様へ積極的に
情報を発信しております。ぜひご覧ください。
https://www.nitto-kohki.co.jp/ir/

（単位：百万円） 24/3期1Q 25/3期1Q 前年同期比

売上高
迅速流体継手 3,065 2,920 -4.7%

機械工具 2,341 2,169 -7.3%

リニア駆動ポンプ 1,081 1,079 -0.2%

建築機器 579 525 -9.4%

セグメント利益
迅速流体継手 809 558 -31.0%

機械工具 176 233 32.1%

リニア駆動ポンプ -14 48 黒転

建築機器 11 -18 赤転

（単位：百万円） 25/3期通期 前期比

売上高 28,240 4.3%

営業利益 3,060 3.4%

経常利益 3,160 1.9%

親会社に帰属する
当期純利益 2,220 8.3%

https://www.nitto-kohki.co.jp/ir/
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